
公衆衛生学 
 

単位数（時間数）：1単位（15時間） 必修/選択：必修 履修年次：2年次 開講時期：後期 

 

科目責任者（職位・氏名）：非常勤講師・立身政信 

科目担当者（職位・氏名）： 

                                            

 

対応ＤＰ：基礎力をもった社会人 ケア・スピリット 看護専門職者としての基本姿勢 

 看護の基礎的・専門的知識と技術 社会への関心と地域貢献 生涯学習・自己研鑽 

科目記号：40 

 

■ 授業概要 

看護活動全般、特に公衆衛生看護活動の基礎となる公衆衛生について基礎的知識を学修する。公

衆衛生活動の現状と課題および方法を学び、疾病や健康課題の現状把握や影響要因を地域・社会

との関連でとらえられるよう指導する。 

 

■ 到達目標 

1．健康について深く考え、その評価法について説明できる 

2．公衆衛生学とは何かを探求する 

3．公衆衛生の現場を理解する 

 

■ 教育内容 

健康とは、公衆衛生とは、公衆衛生活動、健康指標、統計情報、 

 

■ キーワード 

健康、公衆衛生 

  



■ 授業計画（授業項目、授業内容・授業方法、担当教員） 

回 授業項目 授業内容・授業方法 担当 

1 
健康とは何か 

公衆衛生とは何か 

健康の概念 

公衆衛生の理念と概念 
立身 

2 公衆衛生の歴史  

・病原体と人類の共存と戦いの歴史 

・公衆衛生システムと政策（国と地方公共

団体の役割および専門職の役割） 

立身 

3 公衆衛生のものさしⅠ 
・集団の見方と健康指標、 

・リスクファクターとスクリーニング 
立身 

4 公衆衛生のものさしⅡ 

統計情報の収集と見方 

・既存資料：国勢調査、人口動態、患者調 

査、国民生活基礎調査、国民栄養・基礎調 

査、生命表、サーベイランスと疾病登録 

・ビックデータ：情報の収集方法、調査研 

究と疫学 

立身 

5 公衆衛生活動のプロセス 

・日本人の健康と課題 

（ライフサイクル別等） 

・活動例：公衆衛生看護活動の特徴 

立身 

6 危機管理の公衆衛生 
健康危機管理と災害時の保健師活動 

感染症対策のシステムと最近の動向 
立身 

7 学校・産業保健における公衆衛生 
学校保健の目的と概要 

産業保健の目的と概要 
立身 

8 環境問題に対する公衆衛生 公害問題から地球環境汚染 立身 

 

  



■ 履修条件 

特になし 

 

■ 成績評価方法 

授業後のコメントカード提出と記述内容の評価（60％）、8回終了後のレポートの評価（40％） 

 

■ 課題（試験やレポート等）に対するフィードバック方法 

授業後のコメントカードに書かれた質問等に対して次回授業時に解説を行う。 

 

■ 教科書 

・『デジタル ナーシング・グラフィカ』メディカ出版 

健康支援と社会保障 ② 公衆衛生 

 

■ 参考書・参考資料等 

・牧本清子他著（2015）『標準保健師講座 別巻 2 疫学・保健統計学 第 3版』医学書院 

 

■ 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

・授業中に必要な事項をまとめてノートし、疑問点はコメントカードに記載すること。 

・授業後に配付資料とノートを用いて 30分程度の復習を行い、内容の理解度を確認すること。 

 

■ 担当教員からのメッセージ 

日頃から政治・経済の動向に興味を持っていただきたい。 

講義は教科書とﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄおよび配布資料を用いて行います。 

 

■ 研究室、連絡先、オフィスアワー 

学務課へお問い合わせください。 

 

■ 担当教員の実務経験の有無 

有 

 



■ 担当教員の実務経験 

大学医学部衛生学公衆衛生学講座での教育・研究活動（昭和 51年 4月～平成 12年 3月） 

学生と大学職員の健康管理および産業医活動（平成 12年 4月～平成 29年 3月） 

健康診断業務と産業医活動（平成 29年 4月～現在） 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 

無 

 

■ 教員以外で指導に関わる実務経験者 

 

■ 実務経験を活かした教育内容 

大学医学部における衛生学公衆衛生学教育・研究活動を活かした公衆衛生に関する講義。 

学生の健康管理の実務経験を活かした学校保健に関する講義。 

健康診断や産業医としての実務経験を活かした産業保健に関する講義。 


